
 

その 2 『第 9 期ちえのわ農学校』       無事に終了しました～。                    

こんにちは。私たち「サークルちえのわ」は東

京学芸大学のサークルで学内の農園を借りて子ど

もたちと食農体験活動を行っています。INCH のキ

ャンプでも一緒にスタッフとして参加させてもら

ったりもしていますよ。ここで、来年度第 10期の

参加者を募集しています！ 

どんな活動をしてきたのかという今年度の活動

報告をさせていただくので興味をもった方はぜひ

ご連絡ください。 

 今年度の第 9期ちえのわ農学校では 

＊『自然のわ』  自然の様々な表情と向き合い

ながら、「種から胃袋まで」の道のりを実践するこ

とで、命・自然とのつながりを五感で感じるきっ

かけづくりをする。 

＊『人のわ』  農学校だからこそできる体験を

通じて子どもたちが仲間とのつながりを感じられ

る き っ か け づ く り を す る 。          

（  ）   

＊『知恵のわ』 昔ながらの知恵や文化にふれ、

身近なものを見つめなおすきっかけづくりをする。 

以上の 3 つの”わ”を理念に活動を 4 月から 1 月

まで全 10回毎月活動を行ってきました。その中で

は農園を生かした畑作業やお米作り、工作など

様々な体験を行いました。 

 例えば主な活動の一つである畑作業では、「種か

ら胃袋まで」の言葉にあるように、種まきから収

穫、そして料理にして食べるまで子どもたちと一

緒にやってきました。虫が多い時期には気持ち悪

がりながらも虫取りをがんばったり、暑い時期に

はひたすら雑草とたたかったり……楽しい作業ば

大根の収穫 

もちつき 



NPO法人 自然文化誌研究会 会報          ナマステ 105号                 2011年 9月 20日 

 

 

かりじゃなかったけど、季節の終わりにはカレー

にしたり鍋にしたり自分の野菜で美味しい料理を

つくりました。「余った苗を持って帰って家で育て

たい」って言って持って帰った子もいたりして野

菜を育てる中で子どもたちはみんなキラキラと輝

いていました。 

 田んぼでは、5 月には泥だらけになりながら田植えをして気がつけば泥遊びになって楽しみました。

そうやって植えた稲は 10 月には金色の稲穂になって稲刈りです。刈るときはみんなで鎌を使って刈っ

ていきます。危なっかしいかと思いきやそんなことはなく刈るときのみんなの顔は真剣そのもの！たく

さんあった稲もすぐに刈り終わってしまいました。刈った稲は昔ながらの機械で脱穀してお昼ごはんに

食べたり、新年にはおもちにして食べたり目一杯味わいました。もちつきはスタッフが搗いていたら、「つ

いてみたい！」、「こっち（かえし手）もやってみたい！」いろいろ挑戦しながらみんなで協力して特上

のおもちをしあげました。 
他にも、7 月には竹を使って思い思いの工作をして、竹の水鉄砲や竹笛など挑戦していきました。う

まくいったり、うまくいかなかったり、いろいろと試行錯誤……作るってなかなか難しいですね。お昼

には竹で作ったお椀とお箸で流しそうめん！流れるそうめんをうまくつかめず笑いの絶えないお昼ごは

ん、と竹と親しんだ一日でした。8 月には農園にテントを張ってお泊りです。生きたヤマメをさばくこ

とに挑戦してみたり、藍を使って叩き染めをしてみたり、夜にはナイトハイクをしてみたり普段は見ら 

れない農園も満喫しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
こんなふうに 1 年間の活動を通して、はじめは緊張して不安そうにしていた子も気がつけばスタッフ

や他の子と一緒になって遊んで打ち解けていて、子どもたちはスタッフの企画も楽しんでいましたがそ

れ以上に自分たちで鬼ごっこしようとかハンモックで遊びたいとか池を見に行きたいとか農園での遊び

をいろいろと見つけて楽しんでいて、一緒に活動する私達も楽しく過ごせました。最後には「ちえのわ

でもっと遊びたい」という声も聞けて嬉しい思いでいっぱいになりました。ちえのわを楽しい空間に仕

上げるのは子どもだと思うのでスタッフの力だけでなく、子どもと力を合わせて良い物にできたと思っ

ています。そして、自然とのつながり、人とのつながりを大事にして”わ”にするきっかけづくりがで

きたんじゃないかなと思います。         201３年度代表 松本未来（東京学芸大学 3 回生） 

 

第 10期ちえのわ農学校参加者募集！ 

募集対象：小学校 3年生～中学校 3年生までの男女   募集人数：12名（定員を越えた場合は抽選）   

  
竹でお椀を作ったよ！                かかしと一緒にみんなで 
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場所：東京学芸大学 環境教育研究センター、彩色園  費用：年間 17,000円（食費、保険、材料費等） 

主催：東京学芸大学サークル「ちえのわ」       URL: http://www.gakugei-chienowa.org/ 

共催：NPO法人「自然文化誌研究会」         後援：小金井市教育委員会 

 

○申し込み方法・・・参加希望の旨を「サークルちえのわ」へご連絡ください。 

メールの場合は下記アドレスへ名前と住所を記載して参加希望の旨をご連絡ください。 

担当：中野 Tel：080-6507-4002 E-mail：gakugei_chienowa@yahoo.co.jp 

※その後、こちらから詳しい資料をお送りしますので添付資料にそって申し込みをお願いします。 

○2014 年度予定・・・月 1回の土曜日（全 10回）10:00～16:00（日程・内容に変更の可能性があります） 

日

程 
4/19 5/17 6/7 7/12 8/23,24 9/13 10/18 11/15 12/13 1/24 

内

容 
農園散策、夏

野菜の種ま

き 

田植え かかし

作り 

すだれ 

・風鈴作

り 

夏野菜料

理、ヤマメ

さばき 

冬野菜種

まき 

稲刈り、き

なこづくり 

脱穀・精米 もちつ

き、稲わ

ら工作 

修了式 

夏野菜の栽培 冬野菜の栽培 
果物の調理・保存 自然を対象にしたあそびなど 

※活動内容の中で企画が未定な部分もありますが、子どもたちのやりたいことを聞いていきながら今後決めて

いきたいと考えています。また自由時間を設定し、季節ごとの農園散策やおやつ作りなど、子ども一人一人の

ふと持った興味を大切にして対応していきたいと考えています。 

3/31 が申し込む方の記入

した資料の必着日となって

います。ご興味のある方

は、担当まですぐにお問

合せください。 

自然文化誌研究会ではなく、「サークルちえのわ」へ直接、お問合せ、お申し込みください。問い合わせ→資料受け取り→記

入して申し込み→3/31 必着なので、締切が近いです。ご不明な点ありましたら事務局まで！！（連絡がつかないなど） 


